関西の地元劇団 : 関西芸術座 by unknown
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大阪労演の記念すべき第1回例会作品。舞台は20世
紀初めのアメリカ・コネティカット州。典型的な中産
階級であるミラー家に起こる、どこにでもありそうな
家庭生活の一コマを、いきいきと情感ゆたかに描いた
喜劇。日本ではこの例会が初演で、出演は千田是也、
東山千栄子、木村功。俳優座の設立メンバーを含む、
戦後の新劇界を牽引する名優の競演によって、日本初
の鑑賞団体・大阪労演はその長い幕を開ける。
2 「 あゝ荒野」舞台写真
東恵美子（ミューリエル）と木村功（リチャード）。
1 「あゝ荒野」ポスター
大阪労演の記念碑的ポスター。原作者ユージン・オ
ニールはアメリカの劇作家で、娯楽主義的だった20
世紀初めのアメリカ演劇にリアリズムの手法を導入す
るなど革新的役割を担った。晩年にノーベル文学賞を
受賞。代表作は『地平線の彼方へ』『皇帝ジョーンズ』
など。
14
俳優座
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小説家であり、戦後を代表する劇作家の一人だった安
部公房の本戯曲は、ウエーと呼ばれる動物（実は人間）
の扱いを題材に、人間が人間であることの本質的なあ
いまいさと、その境界は「権力」によって容易に左右
されてしまう危うさを鋭く指摘する。独特な世界観で
知られる安部作品は、その難解さをめぐり上演作品の
選定に関する議論を招くが、一方で労演にたずさわる
人々が「芝居を観る」ことの意義を深く考えるきっか
けにもなった。
3-1 「どれい狩り」公演案内チラシ
例会会場の産経会館は大阪市北区桜橋（現・サンケイ
ホールブリーゼ）にあり、戦後初のコンサートホール
として開設され、演劇やクラシックのみならず上方芸
能などの公演が行われた。
3-2 チラシ 内面
15
俳優座
4 「どれい狩り」舞台写真
初演時の舞台写真は残っておらず、この写真は1967
年12月の大阪労演における再演時のもので仲代達矢
（左端）らが出演した。
5 劇団機関誌『俳優座』第8号
『俳優座』は『コメディアン（俳優座通信）』とともに
劇団が発行した機関誌。劇場パンフレットに近く、作
品解説や劇作家・俳優らの小文を載せる。表紙の女性
は杉山徳子（会長の娘役）。
16
俳優座
6 「どれい狩り」脚本
作者の安部公房は戦後の最も偉大な作家の一人として
現在でもファンが多く、前衛的な手法で構築された独
特の作品世界には海外の評価も極めて高い。また劇作
家としても優れた戯曲を世に送り出しているが、この
台本はまだ「未定稿」の段階であり、ここから彼がど
のように推敲を重ねていったのか探る上で貴重と言え
よう。
7-1 勤労者演劇協会機関誌『労演』第75号
『労演』は大阪労演が発行した月刊の機関誌。元は
『映画演劇』の名で発行されたが、1951年の23号か
ら『労演』に改称し、62号から冊子状となった。例
会情報とともに、会員への告知や会運営に関する情報
も掲載され、労演を知る上での基本資料でもある。
7-2 4・5頁
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民芸
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『火山灰地』『のぼり窯』などの作品で知られる久保栄
の戦後唯一となった戯曲。敗戦から朝鮮戦争勃発まで
の不安定な時代、軍の機関でもあった中央気象台に勤
める科学者は、自身の専門知識を戦後も役立てたいと
切望する。だがその葛藤の思いを理解しない人々との
対立のなかで彼らは深く挫折するも、新たな生き方を
懸命に模索する姿を描く。インテリ層の戦後を扱った
内容に共感する観客も多く、盛んに合評会が開かれ
た。
8-1 「日本の気象」公演案内チラシ
会場である毎日会館は大阪市北区堂島（現・堂島アバ
ンザ付近）にあり、大阪朝日会館や大手前会館ととも
に数多くの例会がここで行われた。
8-2 チラシ 内面
20
民芸
9 「日本の気象」ポスター
作者の久保栄は戦前から戦後初期にかけて劇作家の立
場から日本の演劇界を支えた人物であり、勤労者の生
き方を重視する社会主義的リアリズムの思想を色濃く
盛り込んだ作品を数多く生み出すとともに、演出家と
しても高い評価を受けた。代表作は『火山灰地』『林
檎園日記』など。
10 「日本の気象」舞台写真
左から滝沢修（田代義孝役）・宇野重吉（中尾敬吾
役）・奈良岡朋子（堀川真佐子役）。
21
民芸
11-1 劇団機関誌『民芸の仲間』第9号  
『民芸の仲間』は劇団発行の機関誌。公演作品毎に特
集が組まれ、作品鑑賞の手引きとして用いられた。
1954年からは月刊化する。
11-2 10・11頁
22
民芸
12-1 劇場機関誌
 『MAINICHIMONTHLY』第46号
『MAINICHIMONTHLY』は例会会場である大阪毎日会館が発行する機関誌。毎日新聞社が主催する公演作品毎に特集が組ま
れるが、劇団側の機関誌とは別の執筆陣による文章も掲載されている。
12-2 10・11頁
13-1 勤労者演劇協会機関誌
 『労演』第50号
13-2 10・11頁
23
民芸
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主人公のウィリー・ローマンはかつて優秀なセールス
マンだったが、年老いた今は成績不振に悩み、また家
のローンや息子との対立にも心痛めていた。そして誇
りとしていた仕事を失った日、とうとう彼は精神を病
み、過去の栄光を思いながら自ら死を選ぶ。第二次世
界大戦後のアメリカ社会の〈暗部〉をえぐり出した作
者不朽の名作。日本では劇団民芸が初演で、滝沢修が
ローマンを演じたが、彼の当たり役の一つとして高い
評価を受ける。
14-1 劇団機関誌『民芸の仲間』第13号
14-2 8・9頁
24
民芸
16 勤労者演劇協会機関誌『労演』第61号
15 「セールスマンの死」ポスター
原作者アーサー・ミラーはアメリカの劇作家で、急激
な近代化がアメリカにもたらした人間と社会との乖離
を批判し、人間のあるべき生き方を模索する作品を残
す。ある評者は「主人公のかばんには『商品』ではな
く『自分自身』が入っていた」と述べ、サラリーマン
が支える資本主義の闇の部分を指摘する。代表作は
『みんな我が子』『橋からの眺め』。
25
民芸
17 「セールスマンの死」舞台写真
左から佐野淺夫（ハッピー）・滝沢修（ローマン）・宇野重吉（ビフ）。
18-1 原作本『セールスマンの死』（第2刷）
  アーサー・ミラー／大村敦・菅原卓共訳
訳者の菅原卓は民芸公演の演出も担当した。
1949年アメリカ初演の本戯曲が翌年には日本で
刊行されている点からも、演劇が戦後文化の大き
な柱になっていたことがうかがえる。
18-2 口絵 アーサー・ミラー
26
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舞台は第2次世界大戦後のアメリカ・ニューオリンズ
州。南部の没落農園の娘ブランチは故郷を逐われたの
ち「欲望」通りを走る電車に乗って妹の家庭に転がり
込む。だが〈居場所〉を作ろうとして、かえって周囲
に騒動を招いた彼女は孤立を深め、最後は自身のつら
い現実に耐えきれず精神を壊し、再び家を追い出され
るのであった―。日本では文学座が初めて上演し、豊
かな表現力が求められるブランチ役は杉村春子が81
歳まで演じた。
19 勤労者演劇協会機関誌『労演』第47号
30
文学座
20 「欲望という名の電車」 ポスター
文学座公演の中でも人気が高い本作品は地方でも頻繁
に上演された（ポスターは55年公演のもの）。文学
座の公演ポスターは当時「MinamigawaSun」という
人物によって描かれ、「どん底」もその一枚である。
大胆な構図と独特の味わいを持つ作品で演劇ファンを
魅了した。
21 原作本『欲望という名の電車』（第30刷）
 テネシー・ウィリアムズ／田島博・山下修訳
作者のテネシー・ウィリアムズはアメリカの劇作家
で、問題を抱える家庭に生まれ育った彼は、家族や家
庭のあり方にテーマを置いた「自叙伝」的な作品を多
く残している。代表作は『ガラスの動物園』『熱いト
タン屋根の猫』など。
31
文学座
22 「欲望という名の電車」脚本
文学座の文芸演出部員だった鳴海四郎の翻
訳。文学座の公演は同氏の翻訳台本が主に用
いられた。
23 「欲望という名の電車」脚本
24 「欲望という名の電車」舞台写真
北村和夫（スタンリー）と杉村春子（ブランチ）。これは
大阪労演再演時の写真だが、のちの文学座の2枚看板によ
る共演。
25 「欲望という名の電車」舞台写真
32
文学座
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ゴーリキーの出世作とされる本戯曲は、何らかの事情
で木賃宿暮らしをする貧しい人びとの願望と、その宿
主夫婦が持つ欲望とが複雑に絡み合う物語。ある者は
悪事に荷担してでも現在の苦難から逃れようともがく
が、たとえ罪を犯さなくとも「どん底」の住人たちは
貧困という牢獄に囚われていることを冷静な眼差しで
描く。この時の公演は岸田國士が演出を担当し話題を
呼ぶが直前に急逝。ただ彼の新「どん底」は劇壇を大
いに賑わわせた。
26-2 2・3頁
26-1 劇場機関誌『MINICHIMONTHLY』第52号
本誌には「どん底」の作品解説とともに公演直前に急
逝した岸田國士の追悼記事が多くを占め、文学座員や
ゆかりの深かった人々が彼の作品や演出について語っ
ている。
33
文学座
27 「どん底」舞台写真
右から近藤準（クレーシチ）・中村伸郎（男爵）・三津
田健（役者）・芥川比呂志（サーチン）・高木均（だっ
たん人）。
28 勤労者演劇協会機関誌『労演』第59号
34
文学座
29 「どん底」ポスター
原作者マクシム･ゴーリキーはロシアの作家であり、
社会主義リアリズムに拠るプロレタリア文学の創始者
とされる。社会の最底辺で這いつくばるように生きる
人々の視線を通して、資本主義への強い批判とロシア
の改革を訴える作品を残した。代表作は『マカル・
チュドラ』『フォマ・ゴルデーエフ』など。
30-1 「どん底」公演案内チラシ
通常の料金250円のところ労演会員は180円で鑑
賞できた。ちなみに 1954 年当時の平均月収は約
28,000円で、コーヒー 1杯50円の時代だった。
30-2 チラシ 内面
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「鶴の恩返し」として有名な昔話を素材に木下順二が
戯曲化した「夕鶴」は、戦後新劇の代名詞的な作品と
して高く評価されるとともに、主演を務めた山本安英
をはじめ桑山正一や久米明らが参加した劇団ぶどうの
会が、一躍新劇界の重要な劇団へと昇華するきっか
けとなった。そして大阪労演での公演は初演と同じ
1949年であり、作品と劇団の両方が大きく羽ばたい
ていこうとする瞬間を、多くの会員に提供する役割を
担ったと言えよう。
31 「夕鶴」ポスター
  （第9回大阪労演例会 1949年11月10日）
大阪労演初演時のポスター。木下順二は戦後演劇を
代表する多くの戯曲を世に送り出し、新劇界をリー
ドした劇作家である。現代劇とともに民話劇にも才
能を発揮するが、作品の根底には行き過ぎた資本主
義への批判と反戦・平和主義のあくなき追求が織
り込まれている。代表作に『子午線の祀り』『オッ
トーと呼ばれる日本人』『彦市ばなし』がある。
32 「夕鶴」ポスター
  （第32回大阪労演例会 1951年11月16 〜 17日）
大阪労演での2回目の上演時のもの。同じ作品がわずか2
年で再演されるのは大変珍しく、いかに人気だったかが分
かる。
39
ぶどうの会
34-1 『総合版夕鶴 舞台・鑑賞・資料』山田肇編 34-2 表見返し
 （初版／木下順二、山本安英サイン入り）
木下順二の代表作である「夕鶴」は演劇関係者によって様々な角度からの考察が行われ、多くの研究本が刊行
された。表見返しに山本安英と木下順二のサインがある。
33-1 「夕鶴」公演案内チラシ 33-2 チラシ 裏
 （第9回大阪労演例会 1949年11月10日）
関西実験劇場は主に関西の演劇人によって運営され、プロデューサー方式で公正で開かれた劇団公演を実現す
る為の組織であった。
40
ぶどうの会
35  「夕鶴」舞台写真
 （第9回大阪労演例会 1949年11月10日）
中央に「つう」役の山本安英。1924年に結成した
「築地小劇場」での好演により彼女は「新劇の聖女」
とも称された。
36-1 劇場パンフレット
  『関西実験劇場第三回公演 欲の化粧／夕鶴』
  大阪朝日会館（第9回大阪労演例会 1949年11月10日）
この年の7月に民衆芸術劇場（第一次民芸）が解散したため、主
要メンバーだった滝沢修とぶどうの会との共演が実現した（「欲の
化粧」のみ）。なお例会会場の大阪朝日会館は大阪市北区中之島の
現・大阪朝日ビルの隣にあった。演劇や音楽の公演が頻繁に行わ
れ、大阪における文化・芸術発信の中心地であった。
36-2 4・5頁
41
ぶどうの会
37 勤労者演劇協会・関西労働組合映画協議会共同機関誌『映画演劇』第8号
『映画演劇』は大阪労演と関西労働組合映画協議会（通称「労映」）が共同で編集・発行していた月刊の機関誌。のちに事
務局を移転したため、単独編集の『労演』に改称された。
42
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太陽印刷の下請けだった坂田製本工場で働く竹内は、太
陽印刷の労働争議による賃金不払いを恐れ、労働組合を
作ろうとするが工員同士の対立などで断念、自身は解雇
される。だが太陽印刷の組合員として経営側と戦う竹内
の妹・道子の影響もあり、やがて工員はバラバラの紙
が1冊の本となるように団結し、自らの権利のために立
ち上がる―。原作者の鈴木政男は自立演劇の脚本家であ
り、階級闘争を描き出した本作は敗戦直後における新劇
の一つの方向性を典型的に示す作品である。
38-2 チラシ 内面
38-1 「人間製本」公演案内チラシ
村山知義の影響もあって、新協劇団は徹底的に労働者の生活をテーマとする作品を上
演し、演劇鑑賞によって彼らの自覚と権利向上を訴えることを目指した。
46
新協劇団
39-1 劇場パンフレット『人間製本』
 大阪朝日会館
新協劇団の中心人物だった村山知義は、職場や労
働組合内で勤労者同士が作った劇団（「自立劇団」）
の支援にも意を注いだ。パンフレットに載る記事
には彼ら自立劇団側へのメッセージが多く、両者
の深い繋がりが読み取れる。
39-2 1頁
40 「人間製本」ポスター
作者の鈴木政男は大手の印刷会社に勤めた経験を持
ち、そこで目の当たりにした印刷業界の実態を基に本
作品を作り上げた。劇作家としての彼の作品としては
『真空地帯』（野間宏原作）や『エルベの悲劇』等があ
る。
47
新協劇団
41 勤労者演劇協会・関西労働組合映画協議会共同機関誌『映画演劇』第6号
48
新協劇団
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戦後プロレタリア文学の作家・佐多稲子の代表作であ
る本作品は、ある大きな紡績工場で働く女工たちの群
像がオムニバス形式で描かれる。仕事と郷里の家族と
の間で悩む者、雇用側に昇進した恋人と仲間との板挟
みに苦心する者、また縁談話に将来の活路を求めるも
破局して心身の均衡を崩す者も。ただそれでも働くこ
とに前向きな彼女らを「哀史」ではなく、大衆的な明
朗さで描き、かつ手際よくまとめた村山知義の演出が
見どころだった。
42 「機械の中の青春」ポスター
作者の佐多稲子は戦中〜戦後期のプロレタリア文学の
代表的作家の一人であり、婦人民主クラブの創設に尽
力するとともに、様々な社会問題や女性の地位向上に
関わる作品などを多く残した。代表作は『キャラメル
工場から』、『夏の栞』など。
43 「機械の中の青春」舞台写真
44 「機械の中の青春」舞台写真
49
新協劇団
45 「機械の中の青春」脚本
台本にもきちんと製本されたものと、こうして手作業
で綴じたものがあったが、役者や演出家達にとっては
どちらも大切な「作品」であり多くの文言が書き込ま
れている。
46-1 勤労者演劇協会機関誌『労演』第89号 46-2 8頁
50
新協劇団
47-1  劇団機関誌『新協劇団』第67回公演「機械の中の青春」
本作品は女工達の職場内の恋愛もテーマの一つになっているた
め、仕事を持つ女性による「座談会 職場の恋愛」という企画記
事が掲載されている。さながら「女子会」の様相だが、女性とし
ての生き方と働く事との両立をどう目指すかを語り合っている。
47-2 10・11頁
51

53
人形劇団プーク
?????????
?125???????
1959?8?10? 17?
??????????????
? ??????
? ??????
自身の研究の限界を感じたファウスト博士は悪魔メ
フィストと契約し、魂と引き換えに彼を使役する力を
得、世界の真理を追求する旅に出る。だが悪魔は彼を
謀略で陥れ、さらに契約途中で地獄に連れ去るが、旅
で得た愛妻や友人の助けで人間界に戻る。そして彼ら
や息子との安穏な生活を経験して、ここに彼が探し求
めていた人間の真の自由や在り方があることを知る
―。プークは本作を大切にし劇団創立30周年記念時
にも上演している。
48 「ファウスト博士・人形浄瑠璃三和会公演」
 ポスター
労演例会の多くは生身の人間が舞台上で役を演じる
「芝居」だったが、人形劇もしばしば取り上げられ
た。プークはその主要な人形劇団の一つであり、技術
や芸術性の高さには定評があった。
49 8月例会「二つの人形劇」座席申込書
例会に参加する際は、電話での申し込みか
「座席申込書」に希望日時を書いて事務局に
送付した上で、後日事務局まで座席券を直接
受け取りに行くことになっていた。
54
人形劇団プーク
50 劇団機関誌『みんなとプーク』第5号
『みんなとプーク』は劇団が毎月発行した機関誌で、現在も継続して発行されている。この例会は劇団30周年記念として行
われたが、ファウストがプークにとって特別な作品だったことがうかがえる。
55
人形劇団プーク
左上：51 「ファウスト博士」舞台写真
左下：52 「ファウスト博士」舞台裏写真
 右：53 「ファウスト博士」舞台裏写真
54-1 大阪勤労者演劇協会機関誌
 『大阪労演』第124号
54-2 9頁
56
人形劇団プーク
55-1 大阪勤労者演劇協会会報『労演通信』第50号
『労演通信』は大阪労演が発行する定期刊行物の一つ。労演の運営に関する事柄や直近の例会情報を簡潔に
記して配布した。
55-2 裏

????
??????
59
前進座
????????
?5???????
1949?6?29?
?????????????
? ? ??????
? ??????
? ?? ?????????????????
?????????????????????
??
? ??????
結婚相手を親が決める街の慣習により、2組の愛する
男女が互い違いの結婚を迫られる。彼らはそんな街を
出るために向かった森で妖精の王と出会う。同情した
王は彼らを無事に結びつけよと命じるが、家来はカッ
プルを間違えてより複雑な関係に。また別の住民も森
で妖精に悪戯され…。こうして人間と妖精との不思議
な夏の夜が過ぎていく─。当初歌舞伎は新劇に対し「旧
劇」と揶揄されたが、前進座は現代劇も幅広く扱い「演
劇のデパート」とも称された。
56-1 劇場パンフレット
 『前進座第5回 真夏の夜の夢』 青年劇場
前進座が目指したのは、歌舞伎や海外の戯曲で用い
られる古い言葉や表現を改めて、演劇を大衆が受け
入れやすいものにすることによって、働く者の演劇
を作り出すことだった。
56-2 表紙裏
60
前進座
56-3 劇場パンフレット 1頁
57 「真夏の夜の夢」ポスター
前進座は座員を5班に分けて、班ごとに異なる作品を
全国各地で巡演していた。「真夏の夜の夢」班は河原
崎長十郎（ボトム役）や瀬川菊之丞（ディミトリアス
役）らが参加していた。
61
前進座
58 勤労者演劇協会・関西労働組合映画協議会共同機関誌『映画演劇』第4号 

63
10 周年記念合同公演
?????
?118???????
1959?1?9?11? 19?
????????
? ? ?????
? ??????
? ?? ???????????????????
????????????????????
????????? ???????????
? ??????
大阪労演創立10周年に文学座・俳優座・劇団民芸合
同で上演された記念作品で、中国元時代の大戯作家・
関漢卿を主人公にした創作劇。知人の娘が権臣により
無実の罪で投獄されたと聞き、その無法を告発する芝
居を作った関漢卿は死刑となるも、芝居に感じ入った
者が権臣を倒す。そして町の人々の嘆願で追放刑に減
じられた彼は、友人らに見送られて旅立っていく―。
滝沢修や東山千栄子、山田五十鈴ら記念公演にふさわ
しい配役だった。
59 「関漢卿」ポスター
日本を代表する3劇団の合同公演は「かもめ」（54
年）、「秋の園」（55年）、「城への招待」（56年）につ
づく4回目で、大阪労演創立10周年記念作品として
上演された。
60-1 「関漢卿」公演案内チラシ
各劇団の錚々たる俳優陣が登場する本公演だ
が、逆にそのことで「問題」となるのが配役
表に載せる名前の順序であり、【出演順】と
するのは苦肉の策と言えるだろう。 60-2 チラシ 内面
64
10 周年記念合同公演
61 「関漢卿」脚本
原作者の田漢は中国出身の劇作家で、日本留学中に新
劇運動に傾倒して郭沫若とも行動し、解放後は共産党
政府において中国演劇界の発展に最も深く関わった人
物である。代表作は『珈琲店の一夜』『名優の死』『白
蛇伝』など。
62 「関漢卿」ガリ版脚本
こちらの台本は訳者・宮川晟による原作の翻訳原稿と考えられ、製本された台本とは登場人
物の設定などが異なっている部分が見られる。
65
10 周年記念合同公演
63-2 3頁
63-1 大阪勤労者演劇協会会報『労演通信』第43号
66
10 周年記念合同公演
65 大阪労演10周年記念「新劇春の集い」招待券
この例会では舞台公演の他に演出を担当した千田是也
の講演や名優のスピーチ、台本の朗読など、創立記念
にふさわしい多彩な企画が催された。
65-2
65-3
65-1
64 「関漢卿」座席申込書
67
10 周年記念合同公演
66-1 大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第117号
日本最初の労演団体として、戦争直後の演劇界を物心共に
支えてきた大阪労演の記念例会ともあって、各地の劇団の
みならず全ての労演団体もその功績を讃えている。
66-2 表紙裏・1頁

69
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
???????????
?98???????
1957?5?16?18? 26?
????????????????
? ? ?????
? ??????
? ?? ???????????????????
???????????
? ??????
舞台は第2次世界大戦末期のドイツ。すでに敗色濃厚
のドイツ軍に各地で抵抗運動が起きたが、軍は虐殺
で弾圧する。その日もカルルは21人を銃殺したが、
彼らが最後の1人まで歌い続けた唄がずっと耳底に残
る。ただ銃殺を命じた将校ヘルベルトや、彼の恩師で
家族と生活のためにナチスに屈服したカルルの父、ま
た連合国の兵士らも、戦争の狂気に等しく心をゆがめ
ており、そんな彼らにも21人の哀しい歌声が聞こえ
てくるのであった。
67 「そら、また歌ってる」ポスター
原作者のマックス・フリッシュはスイス出身
で、戦後のドイツ文学を代表する作家の一人
とされる。イデオロギーへの鋭い批判や個人
の自立をテーマとし、優れた戯曲も多く手が
けたことで知られる。代表作は『シュティ
ラー』『ホモ･ファーベル（邦題「アテネに
死す」）』など。
68 「そら、また歌ってる」舞台写真
69 「そら、また歌ってる」舞台写真
70
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
71 「そら、また歌ってる」公演案内チラシ
70-1 劇団機関誌
 『関西芸術座』第1号
関西芸術座は制作座・五月座・民衆劇場の関西3劇団が合同して誕生した劇団で、その第1回公演が本作品だった。この機関
誌も創立の慌ただしさのなかで作られたが、創立の意義を語り合う座談会の様子などが収録されている。
70-2 2・3頁
71
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
72-1 勤労者演劇協会機関誌『労演』第97号
俳優座など東京の劇団は人気が高く、多くの観客を集
める一方、関西に拠点を置く劇団の公演は観客が少な
かった。大阪労演は関西劇団の育成に努め、例会でも
積極的に取り上げた。
72-2 10・11頁
72
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
??????????
?116???????
1958?11?11? 23?
??????????
? ?????? 
? ?? ??????????????????
??????????????
? ??????
現代記録文学の代表的作家・杉浦明平の小説やシナリ
オを、村山知義がアレンジして一編にまとめた本戯曲
は、愛知県渥美半島伊良湖岬への試射場設置をめぐ
り、設置推進派で町のボスである当地の町会議員ら
と、同じ町会議員で、これまで彼らの不正を暴いてき
た反対派の主人公や町民らが渡り合う。小さな町のな
かで利権に群がるボスたちの姿態はユーモアと滑稽味
にあふれるが、だがそれは日本社会の縮図ともいうべ
きものであった―。
74 「岬の町の町会議員」脚本
脚本の村山知義は、杉浦の『ノリソダ騒動記』『基地
六〇五号』『村の選挙』『台風十三号始末記』『細胞生
活』『町会議員一年生』という一連のルポ小説から本
戯曲を書き上げ、しかも杉浦明平役も登場させた。そ
の巧みなアレンジに杉浦本人も驚嘆していたという。
73 「岬の町の町会議員」ポスター
原作者の杉浦明平は、イタリア・ルネサンス研究家、
翻訳家、評論家、歌人、政治家など幅広い活動ととも
に、綿密な現地取材を基にしたルポルタージュ小説を
多く著作し、戦後記録文学の生みの親として高く評さ
れている。代表作は『ノリソダ騒動記』『台風十三号
始末記』など。
73
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
75-1 「岬の町の町会議員」公演案内チラシ
75-2 チラシ 内面
77 大阪勤労者演劇協会会報『労演通信』第41号
76 「岬の町の町会議員」舞台写真
74
関西の地元劇団 ─関西芸術座─
78-2 14・15頁
78-1 大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第115号
大阪労演は例会作品に関する多様な特集記事を機関誌に掲
載している。ここに見られる「現地ルポ」もその一つで、
会員の興味や関心を引き出し、作品世界への理解を促して
いる。

76
自立演劇運動
??????????????????1?????????????
1947?4?
??????????????????????????
??????????????????
??????????????????????????????
関西自立劇団協議会による関西自立演劇コンクールの初回公演。当時、本協議会の加盟劇団は大阪だけでも120に達
しており、大阪、神戸、尼崎、和歌山、奈良の各自立劇団協議会の予選を通過した10劇団が本選で上演された。その
うち創作劇7編の中から「創りゆく人々」「葱」「白い道」の3本は、後に自立演劇脚本集として出版された。同コンクー
ルは4回まで開催された後、1949年頃から企業合理化の影響を受け、衰退の道をたどった。
79 『創りゆく人々―自立演劇脚本集』
77
自立演劇運動
80 第1回自立演劇発表会ポスター
81-1 第1回自立演劇発表会チラシ
81-2 チラシ 内面
????????????????????????
????????????????????????
??????????????1?????????
1953?10?17?
企業合理化により衰退していた自立演劇の再高揚を目的に、大阪労演主導で開催された自立演劇発表会の初回公演。同
運営委員会は、1956年に自立演劇連絡会議へ改称し、18回まで発表会を継続した。「御用組合」は、会社側から金を
受け取っていた組合長の裏切りを組合員が告発する芝居。「姉の言葉」は、原爆症に苦しむ妹を、中国から帰国した姉
が睡眠薬を多量に打ち殺害するというあらすじで、本当に妹を殺したのは誰だったのかという問いかけがなされた。
78
自立演劇運動
????????????????????????????
????????????14?????????
1957?6?23?
大阪市職演劇研究会が、「生きるためのもの」という芝居をやろうという討議の模様から、台本が完成して印刷するま
での過程をまとめたユニークな芝居。1人では解決できない苦しみに、職場集団で向き合うことの大切さが説かれてい
る。サークルの実態が戯曲の創作に取り入れられ、その創作をめぐってサークルの討論が発展し、再び戯曲の上に記録
されていくという自立演劇ならではの創作方法がとられた。
82 第14回自立演劇発表会ポスター
83 「生きるためのもの」脚本
79
自立演劇運動
?????????????????????????
?????????1???????
1958?6?22? 23?
年に数回開催されていた自立演劇発表会から、観客動員の集中化を目指して、春秋2回の形態となった職場演劇祭の初
回公演。子供ができたら部屋を出るという約束で、独身寮の管理人をしている人のよい夫婦に子供ができたため、追い
出しがかかっているという事実をめぐって芝居は展開する。この寮を根拠に活動している美術サークルの人たちが尻ご
みがちな夫婦を励まし、寮の自治会を動かして夫妻の居住権をかちとっていく。
84-1 第1回大阪職場演劇祭パンフレット
 『大阪職場演劇祭』
84-2 12頁
85 「晴れた五月」舞台写真 86 「晴れた五月」舞台写真 87 「晴れた五月」舞台写真
80
自立演劇運動
??????????????????????????
????????????4???????
1959?12?12? 13?
ある港町の電報電話局で、30年間精勤に勤めてきた職員2人に高齢者退職が言い渡される。反対運動に立ち上ろうと
する組合に、彼らは「義理のある局長に刃向うことはできない」と退職届に印を押してしまう。合理化による高齢者退
職を主題に据え、現実の電話局での生活の中で、働く人たちの姿を現実の中からつかみとることに成功した作品。
88 第4回大阪職場演劇祭ポスター
89-1 第4回大阪職場演劇祭チラシ 89-2 チラシ 裏
81
自立演劇運動
90-1 第4回大阪職場演劇祭パンフレット
 『職場演劇』第4号
90-2 12頁
82
自立演劇運動
91 「明日は今日よりも」舞台写真
92 「明日は今日よりも」舞台写真
93 「明日は今日よりも」舞台写真94 「明日は今日よりも」舞台写真
95 「明日は今日よりも」舞台写真 96 「明日は今日よりも」舞台写真
83
自立演劇運動
??????2?
?????????????
1955?4?15???
全国電気通信労働組合（全電通）東大阪演劇研究会は1952年に発足した伝統
あるサークル。週2回の集まりをもち、その時間の多くは演劇の稽古と歌の合
唱に費やされている。機関誌は1955年2月15日に『劇研』として発刊される
が、「なんだかいかめしくて私達に親しめないのではないか」との声から、第2
号から『いずみ』と改称された。隔月で発刊され、劇団の方針、自立演劇発表
会の合評会、労演例会の感想、評論など多彩な内容が記されている。
97-1 全電通東大阪演劇研究会機関誌『いずみ』第2号
97-2 1・2頁
84
自立演劇運動
???????
???????????
1955?6?20???
1953年9月に発足し、週3回の集まりをもち、年3本の芝居をやっている精
力的なサークル。職員組合主催の文化祭において、各支部毎に参加上演してい
た演劇愛好者が、組合員の生活のうるおいと喜びをともに分かち合おうという
目的で活動し始めたのを起こりとする。鈴木元一作「制輪子物語」、宮本研作「僕
等が歌をうたう時」、中谷稔作「晴れた五月」などを演じた。「晴れた五月」上
演時（1958年）の会員数は23名（男14、女9）。
98 大阪府職演劇研究会機関誌『劇研』創刊号
85
自立演劇運動
???????2?
??????????????
1954?5?19???
1953年10月17日に開催された第1回自立演劇発表会後、発刊された同運営
委員会の機関誌。発表会で演じられる劇のあらすじやその意気込み、サークル
紹介、劇評などが掲載された。同運営委員会は56年から自立演劇連絡会議と
改称され、発表会を中心に集まっている各サークルの横の連絡を更に強め、労
演の財政的保証により、自立演劇運動を活発化させようとした。同年5月1日
には『自立演劇ニュース』も発刊されている。
99 自立演劇発表会運営委員会機関誌『自立演劇』第2号

87
大阪労演運営関連資料
100 勤労者演劇協会会員募集用紙
1949年2月の労演設立に伴う会員の募集広告。規約
や入会手続方法をはじめ、労演の事業について細かく
記されている。「あゝ荒野」のポスターとともに大阪
労演の出発点となる貴重な資料。
101-2 会員証 内面
101-1 勤労者演劇友の会会員証
   （1949年度）
労演発足時に作成された会員証。当初会員は
「労演会員」ではなく「勤労者演劇友の会」
の会員として組織されていたと考えられ、発
足時の運営体制を知る上で貴重である。裏面
には会費納入時に印を押す箇所がある。なお
後には「労演会員証」が配布されている。
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102 勤労者演劇協会会報『労演ニュース』第1号
大阪労演が会員向けに作成した初の広報誌。第2号の発行は不明だが、まもなく機関誌である『映画演劇』が創刊
される。
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103-2 裏
103-1 民芸自立演劇研究会公演パンフレット
この研究会では、劇団民芸の俳優がプロの劇作家では
なく職場演劇の作家が書いた台本を演じており、プロ
とアマとの交流を深めることで自立演劇の質の向上が
目指された。
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105 朝日会館指定席券
朝日会館で行われた例会の際に配布された座
席指定券（年代は不明）。座席割りは労演事
務局が担当し、不公平が出ないよう決められ
た。
106 大阪毎日ホール座席券
毎日大阪会館の後身である毎日ホールで催さ
れた公演の座席指定券。裏面の注意書きに靴
や草履の推奨と下駄履きの禁止が記されてお
り、当時の生活スタイルが垣間見えて面白
い。
104 労演8月例会日時指定券
 （第29回大阪労演例会 1951年8月18日）
1951年8月例会（俳優座「婚期」／制作劇場「彦市
ばなし」）の会員用指定券。設立当初は1例会当たり
の公演回数が少なく、本例会も8月18日の昼・夜2
回のみで、会員はそのどちらかの公演を鑑賞した。
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107-1 1面
107 勤労者演劇協会・関西労働組合映画協議会
 共同機関誌『映画演劇』第1号
『労演ニュース』に続いて創刊された大阪労演の公式機関
誌。当初は関西労働組合映画協議会（通称「労映」）と労
演との共同編集で、演劇とともに映画情報も詳しく掲載さ
れた。また創刊号ともあって、労演の設立過程を説明する
とともに、自らを「演劇を守り育てる組織」と力強く宣
言。その長い歴史の第一歩を踏み出している。
107-2 2面 107-3 3面
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107-4 4面

